
第 7 回羽村市史編さん委員会次第 

 

平成 29年 9月 29日（金） 

午後 2時～ 

羽村市役所庁議室 

 

 

１ 委員長あいさつ 

 

 

２ 議題 

 （1）平成 29年度羽村市史編さん上半期事業実績について         【資料 1】 

 

 

 （2）平成 29年度羽村市史編さん下半期事業計画について         【資料 1】 

 

 

 （3）平成 30年度刊行予定『羽村市史』資料編について 【資料 2‐1】～【資料 2‐4】 

 

 

 （4）『羽村市史 資料編 中世』、『羽村市史 資料編 近現代図録』について 

 

 

 （5）その他                                   

 

 

 次回会議予定 

   平成 29年 11月中旬 
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28年度 30年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

発掘調査資料整理

進ちょく状況

出土遺物台帳の再入力

進ちょく状況

図版等のデジタルトレース

進ちょく状況

写真撮影

進ちょく状況

資料編執筆準備

進ちょく状況

中世文書史料等調査

進ちょく状況

中世石塔類調査

進ちょく状況

阿蘇神社所蔵資料の再整理

進ちょく状況

縄文時代以外考古資料再整理

進ちょく状況

資料編図版等作成・原稿執筆

進ちょく状況  

資料編印刷製本

進ちょく状況  

　⇒　土器接合情報データの遺構図への展開

　⇒　市史編さん室職員による随時の入力作業

　⇒　継続中

　⇒　下半期開始予定

土器単体・土器集合・石器類

羽ヶ田上遺跡データの再入力

遺構図・土器類のデジタルトレース

資料1平成29年度　羽村市史編さん上半期事業实績及び下半期事業計画

第1部会
29年度

-1-

資料確認・实測・写真撮影・目録作成等

　⇒　阿蘇神社との調整・調査工程の検討

未着手 鍛冶遺跡・吉祥寺跡出土遺物等の实測・写真撮影・目録作成等


　⇒　調査工程の検討

中
世
班

　⇒　資料編掲載史料約400点の筆耕・翻刻終了

　⇒　資料編掲載資料（板碑107点、宝篋印塔・五輪塔49点）完了

未着手

　⇒　9月1日原稿入稿

属性関係の分析・編年案の分析

補足調査・資料整理・筆耕・翻刻等

目次建て・体裁等の検討

補足調査・資料整理等

　⇒　8月末原稿完了

入稿・校正・印刷製本・納品

掲載資料選定・デジタルトレース・レイアウト・原稿執筆

　⇒　下半期開始予定

縄
文
班



28年度 30年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

市内史料調査（補遺分） 調査地の情報収集・選定・調査

進ちょく状況

市内寺院所蔵史料調査（補遺分） 調査地の情報収集・選定・調査

進ちょく状況

羽村市外における羽村市域関連資料調査 関係資料の閲覧・撮影、データ整理

進ちょく状況

郷土博物館収蔵資料調査 資料閲覧・複写・撮影

進ちょく状況

資料編執筆関係 目次建て、体裁等の検討・資料閲覧・複写・撮影

進ちょく状況

資料編掲載史料のデータ化

進ちょく状況

第2部会
29年度

史
料
調
査
関
連

必要に応じて实施

　⇒　未調査の史料群情報の確認

必要に応じて实施

　⇒　各寺院の所蔵資料の把握・調査の可否を検討

必要に応じて实施

　⇒　各部会員を作業の主とし閲覧・撮影作業を行う。

必要に応じて实施

　⇒　マイクロフィルムの複写・史料の撮影を行い、史料内容の精査を行う。

執
筆
作
業
関
連

解説原稿の執筆

　⇒　市内外にある羽村に関する資料を収集し、資料編・本編で活用できるか内容を検討し選定。

史料の筆耕・撮影

　⇒　資料編掲載候補に挙げられたものは順次筆耕作業に移る。口絵掲載候補については候補を絞り撮影作業を行う準備を進める。

-2-



28年度 30年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

羽村市関係新聞記事調査

進ちょく状況

写真資料確認・複写

進ちょく状況

資料編原稿執筆

進ちょく状況

資料編印刷製本

進ちょく状況

市内旧家所蔵近現代資料調査

進ちょく状況

市内関係団体等への聞き取り調査

進ちょく状況

羽村市役所所在公文書調査

進ちょく状況

郷土博物館収蔵資料調査

進ちょく状況

羽村市外における羽村市域関連資料調査

進ちょく状況

横田基地関連資料調査

進ちょく状況

第3部会
29年度

『
近
現
代
図
録

』
関
連
作
業

データ・目録化

　⇒　読売新聞・西多摩新聞作業終了

資料の確認・複写・分析

　⇒　補足資料の有無を確認

掲載写真選定・レイアウト・原稿執筆

　⇒　8月末原稿完了

入稿・校正・印刷製本・納品

　⇒　9月1日原稿入稿

-3-

『
近
現
代
資
料
編

（
仮

）
』
『
本
編

』
関
連
作
業

旧家等の近現代資料整理作業（適宜）

　⇒  調査地を選定、必要に応じて適宜实施

条件が整い次第随時

　⇒　青新会・青年会（団）関係、戦後の様子に関する聞き取り等を实施

マイクロフィルムの確認・複写 内容分析

　⇒　マイクロフィルムの確認・複写終了、補足分のマイクロフィルム閲覧等は継続中

文献資料等の画像化・目録化

　⇒　西多摩小学校関係資料調査継続中

周辺地域図書館等資料確認

　⇒　府中市図書館・東京都公文書館にて調査中

資料の確認・複写・分析

　⇒　国立国会図書館・国立公文書館・他収蔵施設等にて調査中



28年度 30年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

上総層群／青梅礫層／段丘礫層の再区分（ボーリング資料の解析を含める）

進ちょく状況

市外地形等調査 周辺市域の上総層群（丘陵地の礫層、多摩川河床の礫層と泥層の関係）

進ちょく状況

植生調査

進ちょく状況

鳥類調査 鳴き声確認・視認

哺乳類調査 草花丘陵・多摩川

進ちょく状況

年輪調査 市内緑地で伐採された樹木（適宜）

進ちょく状況

市内気象観測調査 定点観測：通年、移動観測：7月・9月･2月

進ちょく状況

データ解析作業 市内・周辺地域の気候特性の解析（定点カメラ画像・観測データ解析）、歴史気候データの入力と解析、東京都周辺の気候特性の解析（適宜）

進ちょく状況

文献等調査 既存資料等の確認・整理・分析（適宜）

進ちょく状況

資料編執筆準備

進ちょく状況

（※）…気温観測の定点は、羽村西小学校、松林小学校、小作台小学校、羽村取水所の4か所です。

第4部会
29年度

地
形
地
質
班

市内地形等調査
多摩川沿いの上総層群（礫層と泥層の関係）

　⇒　適宜实施中。　

  ⇒　適宜实施中。（現地調査は7月でほぼ終了、現在採取試料の分析中。）

生
態
班

市内緑地・多摩川

　⇒　開花時期および出現種の記録、多摩川でのカワラノギクの観察は適宜实施中。

　⇒　鳥類調査は適宜实施中。哺乳類調査はセンサーカメラによる野生動物の観察を实施中。

　⇒　上半期は伐採木の連絡なし。

-4-

気
候
班

　⇒　6・9月定点観測のデータ回収实施。7・9月に移動観測实施（9月は夏の観測再チャレンジ）。

　⇒　適宜实施中。

全
班

　⇒　適宜实施中。

目次建て、体裁、レイアウト等の検討

　⇒　下半期開始予定。



28年度 30年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

春季祭礼等調査 準備 調査

進ちょく状況

市内民俗関係資料調査

進ちょく状況

聞き取り調査 合同調査＋個別調査

進ちょく状況

郷土博物館収蔵資料調査

進ちょく状況

既調査事項の確認

進ちょく状況

第5部会
29年度

-5-

準備・調査・整理

　⇒　Ｈ29年度完了・Ｈ30年度補足調査　

資料借用・写真撮影・内容確認等

　⇒　聞き取り調査による情報収集

　⇒　9月3日～5日合同調査实施（30名への聞き取り）＋個別対応随時

民俗資料の確認

　⇒　進行中

　⇒　部会研究会3回開催

適宜 



・第1部会（原始・古代編）

事務局案 市史編さん委員会意見 備考

タイトル 『羽村市史　資料編　考古』

体 裁 A4判　横書き

印 刷
表紙・口絵写真：カラー
本文内文字（キャプション含む）：モノクロ
挿入写真・挿図等：掲載資料に応じてカラーorモノクロ

製 本 糸かがり綴じ並製本　小口折り表紙　函（はこ）なし

部 数 1,000部

・第2部会（近世編）

事務局案 市史編さん委員会意見 備考

タイトル 『羽村市史　資料編　近世』

体 裁
A4判　縦書き
※付録　ＤＶＤ「目録等」

印 刷
表紙・口絵写真：カラー
本文内文字（キャプション含む）：モノクロ
挿入写真・挿図等：掲載資料に応じてカラーorモノクロ

製 本 糸かがり綴じ並製本　小口折り表紙　函（はこ）なし

部 数 1,000部

平成30年度刊行予定　『羽村市史資料編』　体裁等案
資料２－１ 



・第4部会（自然編）

事務局案 市史編さん委員会意見 備考

タイトル 『羽村市史　資料編　自然』

体 裁 A4判　横書き　

印 刷
表紙・口絵写真：カラー
本文内文字（キャプション含む）：モノクロ
挿入写真・挿図等：掲載資料に応じてカラーorモノクロ

製 本 糸かがり綴じ並製本　小口折り表紙　函（はこ）なし

部 数 1,000部

〈参考〉平成29年度刊行予定資料編体裁等

第1部会（中世編） 第3部会（近現代図録編）

タイトル 『羽村市史　資料編　中世』 『羽村市史　資料編　近現代図録』

体 裁 A4判　縦書き　 A4判　横書き　

印 刷

製 本

部 数

表紙・口絵写真：カラー
本文内文字（キャプション含む）：モノクロ
挿入写真・挿図等：掲載資料に応じてカラーorモノクロ

糸かがり綴じ並製本　小口折り表紙　函（はこ）なし

1,000部



『羽村市史 資料編 考古』（仮）構成案 

 

＜編集方針＞ 

○市内の遺跡等の概要説明 

・縄文時代：天王台遺跡・山根坂上遺跡・羽ケ田上遺跡・精進バケ遺跡 

・古  代：根搦前遺跡 

・中  世：鍛冶遺跡 

・そ の 他：吉祥寺跡 

阿蘇神社出土の中世瓦 

○縄文羽村市編年の再構築 

 ・山根坂上遺跡、羽ケ田上遺跡出土の土器の出土位置と接合関係を分析し、時間軸設定

の前提である編年を再構築する。 

 ・細分化された土器編年をもとに、より細かな時期区分での集落景観を復元し、羽村市

における縄文時代を理解することができる。 

 

＜構  成＞ 

○体裁：A4判 横書き フルカラー 写真・図版掲載約 300点 300ページ程度 

○構成： 

 ・刊行にあたって 

 ・編集にあたって 

 ・凡例 

 ・目次 

 第 1章 羽村市の遺跡（総論） 

  第 1節 遺跡の発見と調査の歴史 

  第 2節 羽村市の地形と遺跡の立地 

 

 第 2章 縄文時代 

  第 1節 縄文時代の羽村市 

   ・縄文遺跡の立地 

   ・縄文時代の時間軸（大別と細別） 

  第 2節 精進バケ遺跡 

   ・遺跡の概観（発掘の経緯） 

   ・住居等の所産時期表 

   ・主な遺構と出土遺物 

  第 3節 天王台遺跡・山根坂上遺跡 

   ・遺跡の概観（発掘の経緯） 

   ・住居等の所産時期表 

   ・主な遺構と出土遺物 

   ・（補）住居における土器とその出土状態 

 

資料２－２ 



  第 4節 羽ケ田上遺跡 

   ・遺跡の概観（発掘の経緯） 

   ・住居等の所産時期表 

   ・主な遺構と出土遺物 

   ・（補）住居における土器とその出土状態 

   ・平成 28年度・平成 29年度発掘調査内容 

 

 第 3章 古墳時代以降 

  第 1節 根搦前遺跡 

   ・採集された遺物 

  第 2節 吉祥寺跡 

   ・遺跡の概観（発掘の経緯） 

   ・出土遺物 

  第 3節 阿蘇神社の中世瓦 

   ・採集された遺物 

  第 4節 鍛冶遺跡 

   ・遺跡の概観（発掘の経緯） 

   ・遺構と遺物 

   ・五ノ神鋳物師の遺品 

 

 第 4章 資料 

  ○参考文献一覧 

  ○写真・図版一覧 

 ・協力者・協力機関一覧 

 ・執筆分担一覧 

 ・市史編さん関係者一覧 

 ・あとがき 



 

『羽村市史 資料編 近世』構成案 

 

≪判型等概要≫ 

判 型：A4 版、縦書き 

段組み：2 段＝目次、史料掲載部分 

1 段＝刊行にあたって、編集にあたって、あとがき 

未定＝凡例、資料提供者及び協力者・協力機関一覧、関係者一覧 

字 数：2 段＝1 行 30 字 

1 段＝1 行 62 文字 

行 数：25 行 

 

≪資料編体裁案≫ 

口絵                                    … 8 ページ 

  刊行にあたって（市長）                           … 1 ページ 

  編集にあたって（部会長）                          … 1 ページ 

  凡例                                    … 2 ページ 

  目次                                    … 7 ページ 

   ∟「刊行にあたって、編集にあたって、凡例、各章タイトル、各節名、各史料名、 

あとがき、資料提供者及び協力者・協力機関一覧、関係者一覧」を記載 

  本文（掲載希望点数 150 点＋各史料解説 5 行程度）              …287 ページ 

※掲載希望点数は、各章 15 点程度×10 章分で試算 

 

  あとがき                                  … 1 ページ 

  資料提供者及び協力者・協力機関一覧                     … 2 ページ 

  関係者一覧                                 … 2 ページ 

奥付                                    … 1 ページ 

   総ページ数：312 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－３ 



〈本文内容〉 

a)羽村市域で起こった歴史的事象に関して、後世の参考となるため、事実関係の確定及びその背景の考

察を可能な限り目指す。 

→いわゆる 5W1H の要素が（できるだけ）理解できる資料を選定する。 

b)羽村市の歴史資料集として、基本的に羽村市内に残存する資料を選定し、掲載する。 

→市内に関係資料が残っていないが、事実関係の確定や背景の理解に不可欠と思われる事象及び

事例については、市外に所在する資料を選定する。 

c)資料編の構成と本編の構成は、できるだけ関連づけて考える。（構成を共通させるかは今後の課題） 

   →資料編の担当分野と本編の執筆担当部分は、基本的にスライドさせる。 

 

１  羽村地域の検地と年貢  

  （１）近世初期 

  （２）寛文検地 

（３）享保武蔵野新田検地 

（４）近世後期 

 

２  近世羽村地域の景観  

（１）３村の絵図資料 

（２）耕地（切畑を含む） 

（３）集落・林野の形態に関する資料 

（４）検地及び新田開発関係資料 

 

３  支配のしくみと領主  

  （１）領主支配（支配の変遷・領） 

  （２）領主支配（幕領） 

  （３）領主支配（旗本領） 

  （４）広域支配（尾州鷹場） 

  （５）広域支配（浪人組合） 

  （６）広域支配（改革組合村） 

 

４  村の行政のしくみ 

  （１）村定 

  （２）村役人 

  （３）村入用 

（４）村方出入 

（５）その他村方書類 

 

５  家と村人 

  （１）村のようす（村明細帳） 



  （２）宗門人別帳、過去帳ほか戸口関係資料 

（３）家制度 

（４）相続関係資料 

 

６  多摩川と玉川上水 

  （１）玉川上水の開削 

  （２）上水開削～享保期の玉川上水と「玉川兄弟」家の活動 

  （３）「玉川兄弟」家とその更迭 

  （４）元文期～寛政期の玉川上水改革と羽村 

  （５）寛政期以降の玉川上水と水番人 

  （６）明治維新期の玉川上水と羽村堰の管理 

  （７）多摩川の流路、治水及び水害関係 

  （８）近世羽村堰の構造関係 

 

７  生業と交通・流通 

  （１）生業（市と木綿縞・生糸） 

  （２）生業（鮎） 

  （３）生業（農間渡世） 

  （４）生業（真木） 

  （５）交通（助郷） 

 

８  信仰と文化活動 

  （１）信仰（寺院） 

  （２）信仰（神社） 

  （３）信仰（修験） 

  （４）信仰（祭礼） 

 

９  社会生活・事件 

  （１）社会生活（生活・欠落） 

  （２）社会生活（素行悪化） 

  （３）社会生活（奉公） 

（４）事件（盗難） 

（５）事件（喧嘩） 

（６）事件（村山一揆関係） 

（７）災害 

 

１０  幕末維新期の羽村地域 

  （１）嘉永 6年以降の主な政治社会関係（武州一揆を含む） 

  （２）慶応 4年～明治 3年頃の政治社会関係（戊辰戦争を含む） 
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